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本市には、国指定の七⼣踊、県指定の
ガウンガウン祭、太郎太郎祭など14の郷
⼟芸能があります。それぞれの郷⼟芸能
には保存会や伝承会があり、伝統⾏事を
守り、次世代の若者に伝えるために様々
な⼯夫を凝らして活動しています。�
今回は、⼯夫している団体の取組や、

学校、市の取組について紹介します。

例年８⽉上旬に�
開催していまし�
たが、真夏の暑�
さによる影響を�
考慮して、昨年は10⽉５⽇に開催しま
した。伝承会の⽅々が中⼼となり歌と
太⿎を奉納しました。また、８⽉２⽇
に開催されたサマーフェスタに出演、
PR活動も⾏いました。

⼭⾞の中に⼊る⼥形の弾き�
⼿（⼩学⽣）や⼭⾞の引き�
⼿を地域の他公⺠館に拡⼤�
して、存続に向け⼈員確保�
をしています。

毎年秋分の⽇に実施。�
20年ほど前から市来農�
芸⾼校の⽣徒が踊り⼿�
となって参加し、存続�
に向けて重要な役割を果たしています。保存会
は、⽣徒の送り迎えなど⽀援しています。

昨年度から串⽊野⾼校の�
⽣徒が祭りの⽇に店を出�
店、ガウンガウン祭にち�
なんだお菓⼦を販売し、�
売り出すと即完売になるほど⼤変好評でした。

地域を中⼼に活動して�
いましたが、川上⼩学�
校の児童が棒踊りを継�
承し、地域の⽅が指導�
者となり運動会や市⼦�
ども会⼤会等で披露しています。�

郷⼟芸能の⼯夫した取組例

七⼣踊

祇園祭 ⾍追踊

川上棒踊ガウンガウン祭

継承
郷
する

⼟芸能

担い⼿も、観客も�
楽しめる形に

学校の取組
【郷⼟芸能について学ぶ学習】�

市来⼩学校では、本年度から５年⽣の総
合的な学習で郷⼟芸能の学習をしていま
す。七⼣踊伝承会、⾍追踊保存会の⽅や
市職員が郷⼟芸能の歴史や道具等の説
明、伝統⾏事を受け継ぐ思い等熱⼼に話
しました。児童からは、「ほとんど知ら
なかったが、200年前からある祭りと
知ってびっくりした。今回の話で、興味
が出てきた」などの感想がありました。

各団体と市の取組

七⼣踊伝承会�会⻑�
吉村�正直�さん

歴史ある七⼣踊は、七⼣踊保存会が継承してきましたが、担い⼿の減少などで、
2022年その歴史に⼀度幕を閉じました。その七⼣踊を今の時代に合わせて継承して
いる吉村さんにお話しを聞きました。

〈情報交換会で出た主な意⾒〉�
・⼩学⽣に太⿎を触ったり叩いたり実際体験する活動して興味を持ってもらう�
・中学校の⽂化祭や⽣涯学習⼤会等で披露できないか�
・郷⼟芸能を学校の授業やクラブ活動に取り⼊れないか�
・テレビや新聞を活⽤して広く広報できないか�
・若い⽅が参加しやすい環境づくりが必要である

【郷⼟芸能保存団体情報交換会】�
11⽉12⽇、市内13団体の郷⼟芸能保存会
が集まり、各団体の課題や今後に向けて
協議する話し合いを実施しました。それ
ぞれの団体から現状について話があり、
どのようにして次の世代に継承していくか
など熱⼼な話し合いがなされました。�
市は、今後も各団体と連携・協⼒しなが
ら継承に向けた取組を推進していきます。

 「私も⼩さい時から参加してきた歴史ある⾏事で、太⿎踊りだけでも残そうと、伝
承会を⽴ち上げました。新しい時代に合わせて、参加しやすく、踊り⼿や観客、皆
が楽しめることを念頭に活動しています。�
 具体的には、毎年８⽉に実施していたのを暑さを考慮し、昨年は10⽉に開催した
り、太⿎を持ちやすいものに変えたり、踊り⼿の⼦どもたちに⼿作りのキーホルダー
をプレゼントしたり、少しでも楽しめる⼯夫を考えています。�
 また、年に１度の踊りではなく、他の⾏事とのコラボや⼩中学校での体験の場な
どを増やしていきたいです。�
 今後も時代に合わせて、⼦どもたち、⾃分たちも楽しめるように考えながら、こ
の伝統芸能を継承していきたいと思っています」
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 仕事より育児を優先する男性は仕事へのやる気が低い 
 女性に理系の進路（学校・職業）は向いていない 
 男性は人前で泣くべきではない 
 女性には女性らしい感性があるものである 
 実の親、義理の親にかかわらず、親の介護は女性

がするべきだ 

　 　　　　　　 　　　　　

・

　　　　　

6 R8.3.23



　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 仕事より育児を優先する男性は仕事へのやる気が低い 
 女性に理系の進路（学校・職業）は向いていない 
 男性は人前で泣くべきではない 
 女性には女性らしい感性があるものである 
 実の親、義理の親にかかわらず、親の介護は女性

がするべきだ 

　 　　　　　　 　　　　　

・

　　　　　

7R8.3.23



township talk
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